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私の臨床Ⅱ「バーティカルストップの失われた義歯臨床」

義歯臨床のケースにおいて術者が念頭に考える事には、大きく２つのパターンがある。

1 つはパーシャルデンチャー型。多数歯残存で支台歯が頑強な場合に考えられるもので、違和感や機能

性を重視した形態である。２つめにフルデンチャー型のケース。少数残存歯で支台歯が比較的弱いと思

われるもので、義歯の維持安定を第一に考え残存歯を失った後のフォローが簡単に行えるように設計さ

れている。テーマの『バーティカルストップの失われた義歯臨床』はこのフルデンチャー型のケースに

多いようである。その為に術者は、下顎位をいかにして決めるか、咬合高径をどのように設定するのか、

など様々な要素を考慮する必要がある。


